
地図を開いてみましょう。�
日本のどこの市町村にも、中心部と周辺部が必ずあります。�
しかし、市役所や役場に近ければ、それだけで中心部なのでしょうか？�
市町村の区域の中には、多くの顔があります…「住宅ゾーン・農業ゾーン・商工業ゾーン、そして自然ゾーン」�

合併に関係なく、この3年間での商圏の著しい変化の状況がわかります。�
合併による新しいまちづくりは、新市建設計画に基づいて、地域特性を活かしながらバランスのとれた発展が図られる
ように進めていきます。�
「中心市街地や既存商店街再活性化の推進」も、その中のひとつです。�

もし、「さびれる」ということが「賑わいがあるか」という議論だとすると、�

合併に関係なく「中心市街地の空洞化」は、既に大きな行政課題の一つとなっています。�

●4市町村の商圏の現状を見てみましょう。�

佐久市・臼田町・浅科村・望月町　……　地域で培われてきた個性、様々な“まちの顔”�

様々な“顔”、それぞれの“役割”�
　　　　　　　　　地域の様々な特性が共生し、ひとつの“まち”が形成されています。�

市町村合併は、地域の個性が共に輝く“新しいふるさとづくり”です。�市町村合併は、地域の個性が共に輝く“新しいふるさとづくり”です。�

叡智と情熱が結ぶ、21世紀の新たな文化発祥都市�

まちの絆� ひとの絆�まちの絆� ひとの絆�

中心部だけがよくなり、�
　　　　　　　周辺部がさびれてしまうのでは？�
中心部だけがよくなり、�
　　　　　　　周辺部がさびれてしまうのでは？�
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